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第 1問　次の問い（問 1～ 4）に答えよ。

問 1　 図 1のように，床の上を転がっていく球 Aが床の上に静止している物体 Bに衝突し，その後

Bは静止し続けた。衝突の瞬間に各物体に発生している力の一部を とする。この中で

作用・反作用の関係にある 2力の組及び，つりあいの関係にある 2力の組をすべてあげよ。

解答用紙には「 と 」のように 2力の組を記せ。

図 1

問 2 　 図 2のように，角度θの頂点に質量の無視できる滑車が付いたなめらかな台の斜面上に質

量 m〔kg〕の物体 Aがある。この物体 Aに質量の無視できる糸をつなぎ，滑車を通して糸

の端に質量M 〔kg〕の物体 Bをつるした。 m < Mのとき，糸が物体 Aを引く力の大きさ S 〔N〕

と物体 Aの加速度の大きさ a〔m/s2〕を求めよ。ただし，物体と台および滑車と糸の間に摩

擦はなく，重力加速度の大きさを g〔m/s2〕とする。

図 2
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問 3　 図 3のように，傾きの角θのあらい斜面上に高さ a〔m〕で密度が一様な直方体を，長さ

b〔m〕の底辺が斜面にそう向きに平行になるようにして置く。直方体の高さ aの値を大きく

していくとき，斜面上で直方体が辺 ABを回転軸として転倒しない直方体の高さ aの最大値

を b，θで表せ。

図 3

問 4 　 図 4のように，鉛直方向と角θをなす状態の軽い糸の端に質量 m〔kg〕の物体をつるして，

手を静かにはなしたところ，物体は点 Oを中心とした半径 L〔m〕の円運動を始めた。物体が

最下点に到達したときの物体の速さ 〔m/s〕と糸が物体を引く力の大きさ S〔N〕を求めよ。

ただし，重力加速度の大きさを g〔m/s2〕とし，空気抵抗は無視できるものとする。

図 4
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第 2問　鉛直上向きに磁束密度 B〔T〕の一様な磁場がかけられた空間に水平と角 θ〔rad〕をなす
ように，2本のなめらかな導体のレールを間隔 l〔m〕で設置した。

　　このレール上に直行するように質量 m〔kg〕の細い導体棒をおき，電源によりレールに一定の

電流 I〔A〕を流したところ導体棒が静止した。重力加速度を g〔m/s2〕として，次の問い（問 1

～ 4）に答えよ。

問 1　導体棒を流れる電流の向きは P→Q，Q→Pのどちらか記せ。

問 2　導体棒にかかる重力の斜面方向成分の大きさは何〔N〕か求めよ。

問 3　 導体棒を流れる電流が磁場から受ける力の斜面方向成分の大きさを求めよ。

問 4　 レールの勾配 tan θ を求めよ。

P
Q

図 5

－ 4－

［物－3］



Pa  

B 

m3

C A 

図 6

第 3 問　単原子分子からなる理想気体 n〔mol〕がある。図 6のように，この理想気体の状態
をゆっくりと変化させた。状態 Aの気体の温度を T〔K〕，気体定数を R〔J/（mol・K）〕とする。

B → Cは等温変化であり，その際，気体は外部から 1.4nRT〔J〕の熱量を吸収した。このとき，

次の問い（問 1～ 6）に答えよ。

問 1　A → Bの変化の名称を記せ。

問 2　C → Aの変化の名称を記せ。

問 3　状態 Bの温度 TB〔K〕を，n，R，Tの全部もしくは一部を用いて記せ。

問 4　 A → Bの変化で， 気体がされた仕事WAB〔J〕と，気体が吸収した熱量 QAB〔J〕を，n，R，

Tを用いて記せ。

問 5　 C → Aの変化で，気体がされた仕事WCA〔J〕と，気体が吸収した熱量 QCA〔J〕を，n，R，

Tを用いて記せ。

問 6　このサイクルを熱機関としてみなしたときの熱効率 eを，有効数字 2桁で記せ。
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第 4問　次の文章を読んで問い（問 1～ 3）に答えよ。

　① 救急車のサイレンの音は，近づいてくるときは高く，離れていくときは低く聞こえることが知

られている。図 7のように，観測者，音源，音を反射する反射板を一直線上に並べて，この現象

を再現した。音源は速さ 〔m/s〕，反射板は速さ 〔m/s〕で，ともに観測者から遠ざかっている。

音源の振動数を f〔Hz〕，音速を V〔m/s〕とする。このとき，音源から観測者に直接伝わる音の振

動数は（　ア　）〔Hz〕となり，板で反射してから観測者に伝わる音の振動数は（　イ　）〔Hz〕と

なる。

 
 

 
 
 
 
 
 

  

   

図 7

問 1　下線部①の現象は何と呼ばれているか，答えよ。

問 2　文章中の空欄（　ア　）～（　イ　）を求めよ。

問 3　観測者にはうなりが聴こえなかった場合， を を用いて表せ。
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第 1問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

 問 1 　 原子番号 8の原子の電子配置として正しいものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

ただし，原子番号 1の原子は K（1）と表示する。

（ア）K（2），L（6）　　  　（イ）K（2），L（8）　　 　（ウ）K（2），L（7）

（エ）K（2），L（4）　　  　（オ）K（2），L（2）

問 2　 次のうち，単体に該当するものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）塩化ナトリウム　　　（イ）アンモニア　　　  　（ウ）酸素　　　

（エ）水　　　　　　　　　（オ）二酸化炭素

問 3　 原子量 12の炭素原子 3.0 molの質量として正しいものを（ア）～（オ）から 1つ選び記号

で答えよ。

（ア）12 g　　　（イ）24 g　　　（ウ）36 g　　　（エ）48 g　　（オ）60 g

問 4　 次の化合物のうち，イオン結合でできているものを（ア）～（オ）から 1 つ選び記号で

答えよ。

（ア）水　　　　　　　（イ）二酸化炭素　　　　　　（ウ）塩化ナトリウム

（エ）メタン　　　　　（オ）アンモニア

問 5　   次のうち，共有結合の結晶の一般的な特徴として正しいものを （ア）～（オ）から 2つ選び

記号で答えよ。

（ア）固体で電気をよく通す。

（イ）水溶液で電気を通す。

（ウ）比較的融点が高い。

（エ）きわめて硬い。

（オ）金属光沢をもつ。
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第 2問　次の問い（問 1～ 3）に答えよ。

 

問 1　 ①から⑤の変化を化学反応式で示せ。

問 2　 物質A並びに物質Bの用途を（ア）～（オ）からそれぞれ 1つ選び記号で答えよ。

（ア）造影剤　　　　（イ）医療用ギブス　　　　（ウ）乾燥剤

（エ）冷却剤　　　　（オ）漂白剤

問 3　 物質Cを強熱し，さらにコークスとともに高温加熱すると炭化カルシウムが生じる。これ

に水を加えると可燃性の気体Xが生じる。炭化カルシウムから気体Xを生じる反応を化学

反応式で示せ。また，気体Xの名称を記せ。
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第 3問　次の問い（問 1～ 4）に答えよ。

　食塩水の濃度を求めるために，塩化物イオンの定量を行った。ある濃度の食塩水 20 mLに指示

薬として少量のクロム酸カリウム水溶液を加え，0.020 mol/L硝酸銀水溶液で滴定したところ，まず

白色沈殿 A が生じ，32.5 mL加えたところで赤褐色沈殿 B が生じた。

問 1　 硝酸銀水溶液を滴下するときに用いる器具の名称を答えよ。

問 2　 沈殿 A と沈殿 B の名称を答えよ。

問 3　 この食塩水中の塩化物イオンのモル濃度（mol/L）を有効数字 2桁で答えよ。

問 4　 この食塩水の質量パーセント濃度を有効数字 2桁で答えよ。ただし，食塩水中にはナトリ

ウムイオンと塩化物イオンのみが存在することとし，原子量は Na=23，Cl=35.5，食塩水の

密度は 1.0 g/mLとする。
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第 4問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　化合物A～ Eは，いずれも分子式 C7H8Oで表される異性体である。

　A～ Cはベンゼン環の二置換体であり，Aはオルト異性体，Bはメタ異性体，Cはパラ異性体

である。Dおよび Eはベンゼン環の一置換体であり，Dは ①硫酸酸性の条件下で過マンガン酸

カリウムと反応するが，Eは反応しない。

問 1　 化合物A～ Cに共通して含まれる置換基として正しいものを（ア）～（オ）から 2つ選び

記号で答えよ。

（ア）ヒドロキシ基　　　　（イ）カルボキシ基　　　　（ウ）メチル基

（エ）エチル基　　　　　　（オ）カルボニル基

問 2　 化合物 Cのベンゼン環に直接結合している水素原子のうち，1つを塩素原子に置き換えた

場合に得られる異性体の数を答えよ。

問 3　 化合物DおよびEの構造式をそれぞれ示せ。

問 4　 化合物DおよびEには当てはまらないが，化合物A～ Cに当てはまるものを（ア）～（オ）

から 2つ選び記号で答えよ。

（ア）ナトリウムと反応し，水素ガスを発生する。

（イ）ヨードホルム反応を示す。

（ウ）還元性を示す。

（エ）水に溶かすと，弱酸性を示す。

（オ）水溶液に塩化鉄（Ⅲ）を加えると，青紫～赤紫色に呈色する。

問 5　 下線部①と同様に，化合物Aを反応させたときに得られる化合物の名称を答えよ。
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第 1問　遺伝情報に関する下の問い（問 1～ 8）に答えよ。

問 1　 DNAを構成する基本単位は「リン酸・糖・塩基」からなる。この基本単位の名称を記せ。

問 2　DNAを構成する基本単位に含まれる糖の名称を記せ。

問 3　DNAでのみ使われる塩基の名称を記せ。

問 4　 DNAの構造には方向性がある。リン酸側の末端を何末端とよぶか，その名称を記せ。

問 5　 DNA二重らせんの塩基対を形成する結合の名称を記せ。

問 6　 DNAの二重らせんモデルを提唱した科学者を 2名記せ。

問 7　 DNAの塩基組成における「シャルガフの規則」について説明せよ。

問 8　 RNAと DNAの構造の違いを 2つ説明せよ。ただし，塩基の違いは除く。

－ 12－

［生－1］

＜生　　物＞



第 2問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 4）に答えよ。

　生体内では，さまざまな化学反応が進行している。一般に，それ自体は変化せず，化学反応を促

進させる物質を（　①　）という。生体内ではたらく（　①　）は，酵素と呼ばれるタンパク質で

ある。

　生体内の物質は，安定したものが多い。これらの物質の化学反応を進行するためには，物質はエ

ネルギーの高い反応しやすい状態（活性化状態）になる必要がある。この状態になるために必要な

エネルギーを（　②　）という。

　酵素が作用する物質を基質といい，反応によってつくられた物質を（　③　）という。酵素は特

定の物質にしか作用しない。この性質を（　④　）という。これは，酵素にはそれぞれ特有の立体

構造をもつ活性部位があり，この部位にその構造に適した物質だけが結合して反応が起こるため

である。酵素の活性部位に基質が結合し，（　⑤　）が形成されると，基質は酵素の作用を受けて

（　③　）となる。つまり酵素の（　④　）は，酵素タンパク質の活性部位の立体構造によって決

まっている。

　分子の運動は温度が高いほど活発になるので，一般的には，温度が高いほど反応速度は上昇す

る。しかし，（　①　）が（A）酵素の場合，ある一定の温度以上になると，反応速度は急に低下する。

また，酵素の立体構造は，液性の影響を受ける。そのため，（B）pHによって酵素の活性は変化する。

問 1　 文中の空欄（　①　）～（　⑤　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 2　 下線部（A）について，反応速度が急に低下する理由を簡潔に説明せよ。また，酵素が最も

よくはたらく温度を何というか，適切な語句を記せ。

問 3　下線部（B）について，活性が最大になる pHの値を何というか，適切な語句を記せ。

問 4　 酵素反応における基質濃度と反応速度の関係をグラフで示し，その理由を簡潔に記せ。
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第 3問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 4）に答えよ。

　生物には病原体などの異物に対して，体を守るしくみが発達している。ヒトでは皮膚や粘膜など

の物理的な防御機構により異物の侵入を防ぐことができる。しかし，体内に侵入してしまった異物

に対しては，体内から排除するため，免疫がはたらく。異物の認識に対する専門性や複雑さに応じ

て，自然免疫と適応免疫（獲得免疫）に分けられる。免疫では造血幹細胞より分化した白血球が重

要な役割をはたしている。自然免疫では食作用を示す樹状細胞やマクロファージ，好中球やリンパ

球のひとつである NK（ナチュラルキラー）細胞などが関与する。

　適応免疫では，リンパ球である（A）T細胞と B細胞がはたらく。適応免疫はさらに体液性免疫と

細胞性免疫に分けられる。体液性免疫では（B）抗原抗体反応により異物を排除する。一方，細胞性

免疫ではキラー T細胞が異常を抱えた感染細胞などを細胞ごと排除する。

　通常，初めて病原体に感染した場合には体液性免疫がはたらきだすのに時間が掛かってしまう。

このときの免疫反応を（　①　）という。しかし，一度増殖した免疫細胞の一部は（　②　）とな

って体内に残るため，同じ病原体が再度侵入した場合には，（　②　）がすぐに増殖して体液性免

疫がはたらく。このため，二度目以降の感染では症状が軽減されることが多く，このときの免疫反

応を（　③　）という。このようなしくみを免疫記憶と呼ぶ。免疫記憶のしくみを利用した感染症

を予防する方法が予防接種である。病原体を加工してヒトに接種することで人為的に（　②　）を

作製し，感染症の爆発的な拡大を防ぐことに役立っている。

　一方，本来は免疫がはたらく必要のない物質に対しても過剰に免疫がはたらき，じんましんや鼻

水などの体にとって不都合な症状が現れることがある。このような反応をアレルギーという。（C）過

剰な免疫反応が自分自身の細胞に対して生じた場合，Ⅰ型糖尿病を発症することもある。

問 1　 下線部（A）に関して，T細胞と B細胞はヒトの体のどこで分化するのか，最も適切なものを

（ア）～（ケ）からそれぞれ選び記号で答えよ。

（ア）肝臓　　　　（イ）すい臓　　　（ウ）腎臓

（エ）骨髄　　　　（オ）延髄　　　　（カ）脊髄

（キ）胸腺　　　　（ク）顎下腺　　　（ケ）汗腺
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問 2　 下線部（B）に関して，抗原抗体反応に関する記述として正しいものを（ア）～（カ）から

すべて選び記号で答えよ。

（ア） 病原体が侵入すると樹状細胞が食作用により病原体の抗体を認識する。

（イ）   病原体を認識した樹状細胞がリンパ節に移動し，ヘルパー T細胞に病原体の情報を提

示する。

（ウ） 病原体の情報の提示を受けたヘルパー T細胞は活性化して増殖する。

（エ） B細胞が食作用により病原体の抗体を認識する。

（オ） 活性化したヘルパー T細胞は B細胞を形質細胞へと分化させる。

（カ） 形質細胞より抗原が産生され，体液によって感染部位に運ばれて抗原抗体反応が起こる。

問 3　 文中の空欄（　①　）～（　③　）を補うのに最も適切な語句を，（ア）～（ク）からそれ

ぞれ選び記号で答えよ。

（ア）抗原提示　　　　（イ）形質細胞　　　　（ウ）記憶細胞

（エ）一次応答　　　　（オ）二次応答　　　　（カ）拒絶反応

（キ）免疫寛容　　　　（ク）サプレッサー T細胞

問 4　 下線部（C）に関して，Ⅰ型糖尿病を発症するしくみについて，インスリンの作用も含めて

簡潔に記せ。
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第 1問　次の英文を読み，問 1から問 4に答えよ。

The performance of the economy and the popularity of public servant positions have correlated 

historically in Japan, but the recent drop in applicants for local movement personnel employment 

examinations does not seem to reflect economic conditions alone.  With the ［  A  ］ of rural areas in 

question due to dwindling populations and the concentrations of people and businesses in Tokyo, the 

shortage of civil servants to support the lives of local residents raises serious concerns.

By contrast, private-sector businesses are breaking new ground with unprecedented hiring practices 

in desperate eff orts to acquire top-grade human resources and prevent new recruits from quitting quickly, 

among labor shortages and changes in student attitudes.  An increasing number of companies are now 

informing promising job applicants of their section assignments even before extending informal job 

off ers.  This practice is surprising given the conventional expectation in Japan that new recruits are not 

informed of their assignments until after they begin their employment.

【　X　】

"In recent years, public service has been selected less often by students," Kenji Hashimoto, a 

researcher at Recruit Works Institute, said.  According to Hashimoto, talent fl ows to the private sector 

have picked up pace, aided by progress in work style reforms at private companies.  In addition, students 

are attracted to the private sector after gaining a better understanding of industries through the active 

promotion of information disclosure and internship programs by businesses, he said.  The matter of 

greatest concern for students is the jobs or roles that will constitute their professional careers.  In the case 

of prefectural governments, it is diffi  cult for workers to envision their career paths because workplace 

transfers occur every three years or so.

With career advancement still, largely based on seniority, local government personnel often have to 

wait until they are around 50 years old before being authorized to issue work directives as managers.  For 

young people in their early 20s, this means that it would take longer than their entire previous lives to 

reach such positions, so it is natural for them to conclude that they cannot ［  B  ］ to wait that long.  

Partly refl ecting such rigid personnel management practices, students are alienated by local governments, 

and there is an increase in the number of middle-ranking employees who leave their jobs.  "A growing 

number of people feel uncomfortable with the tradition-bound way organizations are operated," 

Hashimoto said.

How do students view local governments?  According to a survey by employment information 

provider Mynavi, one in four students consider pursuing a career as a civil servant to be an option.  Quite 

a few students also say they want to fi nd jobs in their hometowns.  ［  C  ］, they subsequently change 

their minds and opt not to apply for civil service positions.  Reasons include "I became interested in other 
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industries and jobs" and "In terms of job-hunting schedule, I can't maintain a balance with private 

companies."  When asked what would help them develop a desire to become public servants, the most 

common answer was that they want opportunities to learn about the details of the work.  The survey 

result suggests that the amount of information available to students about public-sector jobs is smaller 

than that available for private-sector jobs.

【　Y　】

The number of local government employees was reduced greatly as part of a series of reforms 

initiated under the administration of ［  D  ］ Prime Minister Junichiro Koizumi.  The ranks were cut, so 

drastically that necessary work cannot be completed, forcing local governments to deal with the 

difficulties by hiring a large number of no regular workers.  Administrative reform often leads to 

criticism of Civil servants.  While it is necessary to overhaul systems that no longer meet the demands of 

the times, simplistic attacks on public servants yield no constructive results whatsoever.  Some experts 

suggest that in rural areas, frequent natural disasters and the COVID-19 pandemic have prompted 

residents to appreciate once again the value of government offices.  These signs of change should be 

viewed as an opportunity to promote the appeal of public service more broadly.

注） dwindling：減少している unprecedented hiring practices：これまでにない採用方法

 envision：心に描く alienate：疎外する overhaul：精査する 

問 1　 【　X　】【　Y　】に入れる段落の見出しとして最も適切なものを（ア）から（カ）の中か

らそれぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。ただし，同じ記号は一度しか使えない。

 

（ア）Challenges of Reform 　　

（イ）Instructions of Central Government  　　　

（ウ）Private-sector Businesses to Support the Lives of Residents 　　  

（エ）Unclear Career Paths 　　  

（オ）Urgent Need for Private Companies  　　　  

（カ）Winners and Losers 　　　
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問 2　 ［  A  ］ から ［  D  ］ にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つ

ずつ選び，記号で答えよ。

 

［  A  ］（ア）alternative （イ）economy （ウ）gap （エ）sustainability

［  B  ］（ア）help （イ）aff ord （ウ）fail （エ）come

［  C  ］（ア）Basically （イ）Defi nitely （ウ）Nevertheless （エ）Seriously

［  D  ］（ア）ancient （イ）before （ウ）formal （エ）former

問 3　 質問 Q1，Q2の答えとして最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つずつ

選び，記号で答えよ。

Q1　 Why is it diffi  cult for public servants to visualize their career advancement? 

（ア）  Because there is an increase in the number of middle-ranking employees who leave their jobs.

（イ）Because the shortage of public servants is supporting the lives of local residents.

（ウ）Because they have repeated transfers within several years.　

（エ）  Because frequent natural disasters and the COVID-19 pandemic are making public servants 

very busy in rural areas. 

Q2　   According to the survey result, how was the amount of information on the civil servant jobs?

（ア）It was smaller than that available for private sector jobs.  　

（イ）Local government personnel are promising job applicants of their section assignments.

（ウ）Students have already had opportunities to learn about the details of the civil servants work.

（エ）They have many opportunities to promote the appeal of public service.

問 4　 本文の内容に合っているものを次の（ア）から（カ）の中から二つ選び，記号で答えよ。

（ア）  As there are many colleagues at government offices, they can easily support the lives of 

local people.

（イ）Public servant positions are facing a shortage of applicants and changes in student attitudes.

（ウ）There are very few students who want to work in their hometowns. 

（エ）Many students want opportunities to learn about the details of the private-sector businesses. 

（オ）Local governments possess high capacities to formulate and execute policies.

（カ）A shortage of civil servants to support the lives of residents is rising serious concerns. 
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第 2問　次の各空欄にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ一つずつ
選び，記号で答えよ。

問 1　  I wonder if anyone knows the reason （  　　   ） the recent bus crash? 

（ア）for （イ）on （ウ）when （エ）why

問 2　They couldn’t reach the top of Mt. Fuji （　　     ） to heavy snow.

 

（ア）cause （イ）contrary （ウ）due （エ）thanks

問 3　Charlie said that Eddy is a police offi  cer, （  　　   ） he isn’t.  He is a fi refi ghter.  

（ア）here （イ）that （ウ）there （エ）which

問 4　Kate liked the size, the years of construction, and （ 　　    ）,  the price of the dormitory.

（ア）above all （イ）because of （ウ）so on （エ）yet

問 5　（   　　  ） had they started the game than the teacher stopped them.   

 

（ア）No better （イ）No sooner （ウ）No more （エ）Not until
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第 3問　次の各英文【A】から【E】の下線部の語の説明として最も適切なものを（ア）から（エ）
の中からそれぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。

【A】  In all the world’s cultures, people sing, play instruments, and celebrate with music.  Music 

plays such an important role in our lives that whole fields are dedicated to its study, 

including one looking into the biology of music.

【B】  Music is also used for medical purposes, such as in the treatment of diseases that affect 

memory.  The secret lies in the way the brain processes music.

【C】  For patients suffering from diseases like Alzheimer’s, listening to music can help unlock 

buried memories by strengthening musical pathways to those memories.

【D】  Some people are taking the brain-music connection to another level by listening to 

personalized “brain music.”  First, a person’s brainwaves which, like our fi ngerprints, are 

unique to each of us are measured.  

【E】  Then, using a mathematical procedure, the brainwaves are turned into short pieces of music.  

Listening to a “relaxing” piece （based on the person’s slower brainwaves） can slow the he 

art rate and lower blood pressure.
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【A】dedicate

（ア）to entertain an audience by playing a piece of music or acting in a play

（イ）  to give a lot of your time and eff ort to a particular activity or purpose because you think it is 

important 

（ウ）to have power over a person so that you are able to decide what they must do 

（エ）to support someone over a period of time by giving money

【B】treatment

（ア）a liquid soap that is used for washing your hair

（イ）one of the things or qualities that are necessary to make something successful

（ウ）something that is done to cure an illness or injury

（エ）the act of process of causing or getting a disease 

【C】strengthen

（ア）to be unusual or surprising, especially in a way that is diffi  cult to understand 

（イ）to let something come out of a place where they have been kept or trapped 

（ウ）to make something have a more powerful eff ect on the body or mind

（エ）to remove something from a surface using your hand 

【D】unique 

（ア）being the only one of its kind 

（イ）joined together as a political unit or by shared aims  

（ウ）making you laugh or amusing 

（エ）pleasing to the senses or to the mind 

【E】procedure

（ア）a moral rule or a strong belief that infl uences your actions  

（イ）a task or request for information that is intended to test your knowledge or understanding

（ウ）a thing that is diffi  cult to deal with or to understand 

（エ）a way of doing something, especially the usual or correct way
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第 4問　次の各会話文の空欄にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中からそれぞれ
一つずつ選び，記号で答えよ。

問 1　A:　Steve, can you show me your notebook?

B:　Again, Erika?  You have to stop sleeping in class. 

A:　（　　　）  

B:　In England, class participation is important, so we have to work hard every day.  

（ア）Sorry, I can’t help myself.      

（イ）Sorry, I can’t help you. 

（ウ）Thank you for your participation. 

（エ）Thank you for your good sleep.

問 2　A:　I can tell you all about Choshi because I was born and raised here. 

B:　Oh, really?

A:　We start with Inubosaki.  （　　　）   

B:　Then, what is the top recommendation we fi rst see in Inubosaki?

A:　I think that lighthouse is the best.

（ア）How long does the tour take?

（イ）Please mind your own business.

（ウ）There is beauty in every direction. 

（エ）There used to be a lighthouse around here. 
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問 3　A:　Oh, it’s already 11:30.

B:　We are supposed to meet Greg at the cafeteria at noon.  It will take us an hour to get there.

A:　Right.  （　　　）

B:　Then, I’ll give him a call immediately.

（ア）We’re going to wait for Greg at the cafeteria.　　

（イ）We’re going to be half an hour late.

（ウ）We’re going to be thirty minutes early.

（エ）We usually call that cafeteria Greg, don’t we? 

問 4　A:　Hello, can I help you?

B:　Hi, can I have this shirt dry-cleaned?           

A:　Oh, there is a stain on this sleeve.

B:　Yes, I spilled soy sauce.  Will it come out?

A:　（　　　）  I’m sure it will come out.

B:　Good!   

（ア）It’s a foolish bird that soils its own nest.

（イ）It’s better to give than take.  

（ウ）It’s none of your business.  

（エ）It’s not too bad.             

問 5　A:　How do you feel, Charlie?

B:　Hi, Nobu. I’m all right now.  I can’t walk without crutches, but （　　　）

A:　I know you want to get out of the hospital early.

B:　The doctor will have a look at me next Monday and let me know when, I think.

A:　I hope you can get out soon.

（ア）I know years bring wisdom.　　

（イ）I’m bored to death, though.    

（ウ）I’m happy to meet nice nurses every day. 

（エ）I want to stay in the hospital for a while.
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第 5問　次の英文の［A］から［E］にあてはまる最も適切なものを（ア）から（エ）の中から
それぞれ一つずつ選び，記号で答えよ。

 

TOKYO—Japan will raise its target for renewable energy in the country's electricity mix for 2030 

as it pushes to cut ［  A  ］ to meet commitments under international agreements on climate change, 

according to a draft of its latest energy policy.  The country's revised basic energy strategy leaves 

unchanged its target for nuclear power, even though the country has struggled to return the industry to its 

former central role after the Fukushima disaster of 2011.

The industry ministry's policy draft released on Wednesday says renewables should account for 36-

38% of power supplies in 2030, ［  B  ］ the level of 18% in the fi nancial year to March 2020. The earlier 

target was for renewables to contribute 22-24% of electricity in 2030.  

The use of coal, the dirtiest fossil fuel, will be reduced to 19% from 26% under the new plan. Gas, 

which comes to Japan in the form of imported liquefi ed natural gas, will make up most of the rest of the 

fossil fuel portion of the target energy mix, which was set at 41%, down from 56%. Japan's nuclear target 

was left unchanged at 20-22%.  New fuels like hydrogen and ammonia will account for about 1% of the 

electricity mix in 2030, the draft said.

As the ［  C  ］ to tackle climate change grows, the revised 2030 energy plan is an "ambitious one" 

instead of "an ideal vision" as in the past, an offi  cial at the industry ministry said.  The change comes 

after Japan nearly doubled its 2030 target for cutting carbon emissions in April, to 46% from 26% on 

2013 levels, responding to pressure from the United States as world leaders met for a climate summit 

hosted by U.S. President Joe Biden.

Many experts say the nuclear target will be difficult to achieve in the wake of the Fukushima 

disaster, which led to a big shift in public opinion after it exposed industry and regulator failings and led 

to the shutdown of all the country's reactors.  Nine reactors are operating now, the highest number since 

the disaster.  The country had 54 operable reactors ［  D  ］.  Japan aims to reduce its reliance on nuclear 

power as much as possible while it ［  E  ］ renewable power capacity, but nuclear power will remain as 

an important base-load power source, the draft says.

注） renewable energy：再生可能エネルギー

－ 24－

［英－9］



［ A ］ （ア）armaments

 （イ）budget

 （ウ）cost

 （エ）emissions 

［ B ］ （ア）about  

 （イ）double

 （ウ）half

 （エ）nearly

［ C ］ （ア）decrease

 （イ）reduction   

 （ウ）safety

 （エ）urgency

［ D ］ （ア）immediately

 （イ）negatively

 （ウ）previously     

 （エ）willingly

［ E ］ （ア）attacks

 （イ）boosts

 （ウ）reduces

 （エ）shrinks
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第 1問　次の 5問を，すべて解答しなさい。

（1） の小数部分を求めなさい。

（2） を展開しなさい。

（3）連立不等式  を解きなさい。

（4）300以下の自然数のうち，11で割り切れる数の和を求めなさい。

（5）  10％の食塩水が 300gある。これに食塩を加えて 20％になるようにしたいとき，加え
る食塩の量を求めなさい。

［計算欄］
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第 2問　次の 3問を，すべて解答しなさい。

（1）10進法で表された数 51を n進法で表すと 123（n） となる自然数 nの値を求めなさい。

（2） のとき， を満たす θの値を求めなさい。

（3）  ， とするとき，1520は，何桁の数と なるか求めなさい。

［計算欄］
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［計算欄］
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第 3問　右図のような道路があり，Aから Dへ最短
距離で移動する経路を考える。経路の途中に Bと C

の 2つの地点があるとき，次の問いに答えなさい。

（1）  ① Aから B，② Aから C，③ Aから D，④ Bから Cへの移動経路は，それぞれ何通り

あるか求めなさい。

（2）Bを必ず通って Dに行く経路は何通りあるか求めなさい。

（3）Bと Cを必ず通って Dに行く経路は何通りあるか求めなさい。

（4）Bを通らずに Dに行く経路は何通りあるか求めなさい。

（5）Bを通らずに Cを必ず通って Dに行く経路は何通りあるか求めなさい。

［計算欄］
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A

B C

D

●

E

H

G

F

× ×

●

第 4問　右図のような ∠ABC＝ 60°，∠BAC＝ 90°，
BC＝ 2の直角三角形 ABCが円に内接している。∠ABCの二等分線と辺 AC，△ ABCの外接円との

交点をそれぞれ，D，Eとし，さらに ∠BECの二等

分線と辺 AC，辺 BC，△ ABCの外接円との交点を

それぞれ，F，G，Hとするとき，次の問いに答え

なさい。

（1）△ ABCの面積を求めなさい。

（2）AD：DCの比を求めなさい。

（3）∠CEF，∠CFGの大きさをそれぞれ求めなさい。

（4）△ CDEの面積を求めなさい。

（5）CGの長さを求めなさい。

［計算欄］
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第 一 問　 次 の 問 い （ 問 一 〜 二 ） に 答 え よ 。

問 一　  ① 〜 ⑮ の 傍 線 部 の カ タ カ ナ を 漢 字 で 記 せ 。

①　 学 校 の コ ウ レ イ 行 事　 　 　 ②　 ス ウ コ ウ な 目 的　 　 　 　 ③　 ソ ウ タ イ テ キ な 評 価

④　 ス イ マ に 襲 わ れ る　 　 　 　 ⑤　 銚 子 の メ イ サ ン ヒ ン　 　 ⑥　 ド ジ ョ ウ 改 良

⑦　 イ ア ツ テ キ な 言 動　 　 　 　 ⑧　 人 口 ゲ ン シ ョ ウ　 　 　 　 ⑨　 敗 因 を ソ ウ カ ツ す る

⑩　 ソ ッ チ ョ ク な 姿 勢　 　 　 　 ⑪　 犬 吠 埼 ト ウ ダ イ　 　 　 　 ⑫　 セ ン モ ン カ に よ る 分 析

⑬　 ヨ ロ ン 調 査　 　 　 　 　 　 　 ⑭　 タ カ ク テ キ な 経 営　 　 　 ⑮　 移 民 と の キ ョ ウ ゾ ン キ ョ ウ エ イ

問 二　  ⑯ 〜 ㉚ の 傍 線 部 の 読 み を 、 ひ ら が な （ 現 代 仮 名 遣 い ） で 記 せ 。

⑯　 当 意 即 妙 な や り 取 り　 　 　 ⑰　 激 し い 議 論 の 応 酬　 　 　 　 　 ⑱　 彼 女 は チ ー ム の 屋 台 骨 だ

⑲　 喫 緊 な 課 題 に 対 処 す る　 　 ⑳　 整 っ て い な い 韻 律　 　 　 　 　 ㉑　 丁 々 発 止

㉒　 風 光 明 媚　 　 　 　 　 　 　 　 ㉓　 記 号 を 羅 列 す る　 　 　 　 　 　 ㉔　 コ メ 売 買 の 随 意 契 約

㉕　 怠 惰 な 人 間　 　 　 　 　 　 　 ㉖　 外 国 人 の 排 斥 に 反 対 す る　 　 ㉗　 枢 要 な 立 場

㉘　 彼 の 圧 政 に 負 け な い　 　 　 ㉙　 鯨 飲 馬 食　 　 　 　 　 　 　 　 　 ㉚　 安 普 請 で 建 て ら れ た

第 二 問　 次 の 文 章 を 読 み 、  後 の 問 い （ 問 一 〜 七 ） に 答 え よ 。

　 科 学 に 対 す る 否 定 、 疑 い 、 抵 抗 は 、 社 会 に 広 く ま ん 延 す る 、 じ つ に 悩 ま し い 問 題 で あ る 。 何 を 科 学

的 に 妥 当 な も の と し て 受 け 入 れ る か に つ い て 、 世 間 一 般 と 科 学 者 の 間 に 大 き な 隔 た り が 存 在 す る こ と

が 、 数 多 く の 調 査 に よ っ て 示 さ れ て い る 。 進 化 や 地 球 温 暖 化 、 遺 伝 子 組 み 換 え 作 物 に つ い て 、 科 学 者

は 何 を 知 っ て い る の か 。 ま た 、 こ れ ら の 重 要 問 題 に つ い て 、 科 学 者 は ど の 程 度 の 確 信 を も っ て 知 っ て

い る の か 。 こ れ ら の 問 い に 対 す る ア メ リ カ 国 民 の 認 識 は 、 十 分 と は い え な い よ う で あ る 。

　 確 立 さ れ た 科 学 を 拒 絶 し た り 、 受 け 入 れ よ う と し な か っ た り す る こ と は 、 現 代 社 会 が 直 面 す る 多 く

の 問 題 │ │ イ 、 人 為 的 な 地 球 温 暖 化 や 世 界 規 模 の 深 刻 な パ ン デ ミ ッ ク の 脅 威 │ │ へ の 解 決 を 妨

げ る も の で あ る 。 本 書 の 目 的 は 、 科 学 否 定 の 社 会 文 化 的 な 背 景 や 、 科 学 否 定 に 陥 る 心 理 学 的 な 説 明 に

つ い て 、 情 報 提 供 を 行 う こ と で あ っ た 。 世 間 一 般 に お け る 科 学 の 理 解 や 受 容 、 そ し て 価 値 を 高 め て い

く こ と で 、 地 球 環 境 の 保 護 や あ ら ゆ る 生 命 お よ び コ ミ ュ ニ テ ィ の 健 康 ・ 幸 福 の 向 上 に 、 誰 も が ま い 進

し て い く よ う に な る だ ろ う 。

　 す で に 見 て き た よ う に 、 科 学 否 定 は い ま に 始 ま っ た こ と で は な い 。 一 六 六 三 年 、 ガ リ レ オ は 地 球 が

太 陽 の 周 り を 回 っ て い る と い う 穏 や か な ら ぬ 主 張 に よ り 、 異 端 者 と し て 有 罪 判 決 を 受 け た 。 瘴
し ょ う き

気 や 悪

い 空 気 で は な く 、 微 生 物 や 病 原 体 が 病 気 を 引 き 起 こ す と い う 説 も な か な か 受 け 入 れ ら れ ず 、 病 気 に な

ら ず に 済 ん だ か も し れ な い 多 く の 人 の 命 が 失 わ れ た 。 こ こ 数 十 年 の 科 学 の 進 歩 に よ り 、 人 間 の 寿 命 や
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多 く の 人 々 の 生 活 水 準 は 劇 的 に 向 上 し た 。 そ れ に も か か わ ら ず 、 科 学 的 な 証 拠 に 対 す る 抵 抗 は 依 然 と

し て 根 強 く 、 現 代 の イ ン タ ー ネ ッ ト 時 代 に お い て い っ そ う 強 ま っ て い る 。 正 し い 情 報 、 誤 報 、 偽 情 報

は 容 易 に 入 手 で き る が 、 見 分 け が つ か な い こ と も 少 な く な い 。 驚 く べ き こ と に 、 一 部 の 代 替 医 療 や 反

ワ ク チ ン を 正 当 化 す る も の と し て 、 ネ ッ ト 上 で は い ま な お 「 病 原 体 説 の 否 定 」 が 横 行 し て お り 、 ど う

や ら 食 事 や 健 康 活 動 の み が 病 気 の 根 本 原 因 で あ る と い う 信 念 に 基 づ い て い る よ う で あ る 。 新 型 コ ロ ナ

に よ り 、 そ の 原 因 や 治 療 に つ い て の 誤 情 報 ・ 偽 情 報 の 大 規 模 な 拡 散 、 す な わ ち 「 ⑴ イ ン フ ォ デ ミ ッ ク 」

が 巻 き 起 こ っ た 。 科 学 否 定 論 者 は 、 ネ ッ ト 上 で 自 身 の 信 念 を 支 持 す る 情 報 だ け で な く 、 同 じ よ う な 主

義 主 張 を 展 開 す る コ ミ ュ ニ テ ィ を 探 す こ と が で き る 。 ⑵ 自 分 の 世 界 観 が 脅 か さ れ た と き に は 、 そ れ を

守 り 、 維 持 し て い く う え で 、 そ う し た コ ミ ュ ニ テ ィ の 存 在 が 役 立 つ の で あ る 。

　 多 く の 人 が 、 現 代 は 「 ポ ス ト 真 実 」 の 時 代 で あ り 、 何 が 十 分 に 実 証 さ れ て い る の か を 見 極 め る こ と

が 、 ま す ま す 難 し く な っ て い る と 主 張 し て い る 。 ネ ッ ト 上 で 目 に す る も の は Ⅰ に よ っ て 決 め ら

れ 、 Ⅱ の 投 稿 が 既 存 の 信 念 を 強 化 す る こ と に よ り 、 何 が 科 学 的 に 妥 当 で あ る の か を 知 る こ と が

い っ そ う 難 し く な っ て い る 。 情 報 を 精 査 し 、 何 が 真 実 か を 見 極 め る た め に 必 要 な Ⅲ は 、 急 速 に

増 加 す る ネ ッ ト 上 の 情 報 量 に 追 い つ い て い な い の で あ る 。

　 報 道 の 「 Ⅳ 」 を 主 張 す る ジ ャ ー ナ リ ズ ム は 、 と き に 科 学 的 知 識 を 歪 曲 す る 形 で 誤 っ て 伝

え る 場 合 す ら あ る が 、 そ う し た 慣 行 に よ り 、 科 学 的 な 妥 当 さ を め ぐ る 混 乱 は さ ら に 強 ま っ て い る 。 こ

う し た 慣 行 が 人 間 の 理 解 に ネ ガ テ ィ ブ な 影 響 を 及 ぼ す こ と 、 ま た バ ラ ン ス を と る こ と 自 体 が バ イ ア ス

と な る こ と は 、 研 究 に お い て も 明 確 に 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ う し た 報 道 の 傾 向 は 、 タ バ コ と が ん

の 関 連 や 気 候 変 動 に 対 す る 二 酸 化 炭 素 の 影 響 の よ う に 、 科 学 へ の 疑 念 で 儲 け て い る 企 業 か ら の 搾 取 が

行 わ れ や す い 環 境 を つ く り 出 し て し ま う 。

　 科 学 教 育 の 改 善 が き わ め て 重 要 で あ る 一 方 、 そ れ だ け で は こ う し た 問 題 に 対 す る 万 能 薬 と は な ら な

い だ ろ う 。 誰 に と っ て も 、 人 生 に 影 響 を 与 え る 、 ロ 投 票 所 や 診 察 室 で の 意 思 決 定 ・ 行 動 に 関 わ

る 、 あ ら ゆ る 科 学 的 な ト ピ ッ ク の 専 門 知 識 を マ ス タ ー す る の は 不 可 能 で あ る 。 し か し 、 科 学 教 育 に お

い て 知 識 の 内 容 だ け で な く 、 科 学 者 が い か に し て 知 識 を 生 み 出 す の か と い っ た 、 科 学 の 基 本 的 な 前 提

を 取 り 上 げ る こ と で 、 科 学 を め ぐ る さ ま ざ ま な 問 題 に 個 人 や 国 民 全 体 が 備 え る こ と が で き る 。 次 世 代

科 学 ス タ ン ダ ー ド （ Ｎ Ｇ Ｓ Ｓ ） が 推 奨 す る こ の 種 の 教 育 は 、 科 学 的 な 主 張 を 解 釈 す る 力 を 強 化 す る う

え で も 役 に 立 つ 。 ま た 、 新 た な 証 拠 を 積 極 的 に 探 求 し 、 み ず か ら の 考 え を 証 拠 に 合 わ せ て 進 ん で 変 え

よ う と す る 科 学 的 態 度 の 涵
か ん よ う

養 も ま た 、 科 学 教 育 に お け る 重 要 な 側 面 で あ る 。

　 教 育 歴 や ト レ ー ニ ン グ 歴 に 関 係 な く 、 私 た ち は 誰 も が 、 科 学 を 誤 解 し や す く 、 ま た 確 立 さ れ た 知 識

に 疑 念 を も ち 、 抵 抗 し 、 そ し て ⑶ 疑 惑 の 商 人 に 騙 さ れ や す い 。 こ れ ま で の 各 章 で は 、 私 た ち が な ぜ こ

れ ほ ど ま で に 影 響 さ れ や す く 、 ま た 騙 さ れ や す い の か に つ い て 、 そ れ を 説 明 す る 五 つ の 重 要 な 心 理 学

的 概 念 を 紹 介 し て き た 。 そ の 五 つ と は 、 認 知 バ イ ア ス 、 認 識 的 認 知 、 社 会 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ 、 動 機

づ け ら れ た 推 論 、 そ し て 感 情 で あ る 。

　 認 知 バ イ ア ス ： 簡 単 に い え ば 、 人 の 心 は 多 く の 場 面 で ① を す る 。 こ れ に は 、 既 存 の 信 念 に 合

致 す る 情 報 を 求 め 、 解 釈 し 、 思 い 出 す 確 証 バ イ ア ス や 、 最 も 容 易 に 利 用 で き る 情 報 を 信 じ や す い 利 用
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可 能 性 ヒ ュ ー リ ス テ ィ ッ ク が 含 ま れ る 。 ま た 、 人 は 自 分 が 実 際 に ど れ く ら い 知 っ て い る か を 誤 っ て 判

断 す る 、 理 解 の 錯 覚 に も 陥 り や す い 。 こ れ ら を 含 め た さ ま ざ ま な 認 知 的 傾 向 を 克 服 す る た め に は 、 労

力 を 惜 し ま な い 批 判 的 思 考 、 そ し て 反 省 的 で 思 慮 深 い 心 を 働 か せ る こ と が 求 め ら れ る 。

　 認 識 的 認 知 ： 授 業 で の 学 習 、 ネ ッ ト 上 で の 新 た な 情 報 と の 遭 遇 、 さ ら に は 真 実 を め ぐ る 主 張 の 対 立

を 解 決 す る 場 合 な ど に 、 私 た ち は 認 識 的 認 知 を 働 か せ る 。 一 人 ひ と り が 、 権 威 、 他 者 の 証 言 、 証 拠 、

あ る い は 何 ら か の 合 理 的 な 推 論 を 通 じ て 、 知 識 と は 何 か 、 ま た い か に 知 識 を 得 る の か に 関 す る 信 念 を

形 成 す る 。 認 識 的 認 知 は パ タ ー ン 化 さ れ た 形 で 発 達 ・ 発 展 し て い き 、 科 学 的 な 主 張 の 解 釈 や 情 報 源 の

評 価 の 仕 方 に 影 響 を 与 え る 。 知 識 を 二 元 論 的 に │ │ 正 し い か 間 違 っ て い る か 、 白 か 黒 か の よ う に │ │

捉 え る 人 は 、 絶 対 的 な 確 証 を 求 め 、 知 識 の 発 展 に 伴 う 曖 昧 さ へ の 寛 容 度 が 低 い 。 ハ 、 多 元 主 義

的 に 知 識 を 捉 え る 人 は 、 あ ら ゆ る 主 張 を た ん な る 意 見 の 一 つ と 見 な す た め 、 す べ て の 主 張 を 等 し く 妥

当 な も の と し て 考 え て し ま う 。 し か し 、 評 価 主 義 的 な 視 点 で 知 識 を 捉 え る 人 は 、 知 識 と は 暫 定 的 で 、

発 展 し て い く も の で あ る と い う 認 識 を も ち 、 ま た 証 拠 に 基 づ い て 知 識 を 理 解 し 、 そ し て 専 門 知 識 や 権

威 を 正 し く 評 価 す る た め の 基 準 を 有 し て い る 。 評 価 主 義 的 な 心 の 習 慣 は 、 科 学 へ の 造 詣 を 深 め る の で

あ る 。 認 識 的 信 頼 （ た と え ば 、 科 学 的 な 集 団 、 医 師 、 牧 師 、 特 定 の ニ ュ ー ス の 情 報 源 、 教 育 者 に 対 す

る 信 頼 ） も ま た 、 認 識 的 認 知 の 重 要 な 構 成 要 素 で あ り 、 世 間 一 般 の 科 学 理 解 の 一 部 で あ る 。

　 動 機 づ け ら れ た 推 論 ： 人 間 と は 、 動 機 づ け ら れ た 推 論 を 行 う 生 き 物 で あ る 。 時 に 正 し さ や 理 解 へ の

欲 求 に 動 機 づ け ら れ る こ と も あ る が 、 既 有 の 信 念 を は じ め 、 推 論 を 曇 ら せ 、 歪 ま せ る バ イ ア ス に 動 機

づ け ら れ る こ と も 多 い 。 同 じ デ ー タ を 解 釈 す る 場 合 で あ っ て も 、 結 論 に 対 す る 賛 否 に よ っ て 、 結 果 を

か な り 異 な る 形 で 解 釈 す る こ と が 示 さ れ て い る 。 そ う し た 動 機 づ け は 、 科 学 的 に 妥 当 な 結 論 を 個 人 が

受 け 入 れ る か 否 か の 判 断 を 、 い と も た や す く 左 右 し て し ま う 。

　 社 会 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ： 私 た ち は 誰 も が 部 族 主 義 者 で あ り 、 自 分 が 属 し て い る グ ル ー プ や 、 核 と

な る 価 値 観 を 共 有 し て い る 他 者 を 同 一 視 す る 。 ニ 、 専 門 家 集 団 、 同 じ 態 度 を 有 す る 保 護 者 グ ル

ー プ 、 政 党 、 宗 教 団 体 、 そ の 他 あ ら ゆ る 集 団 が そ こ に 含 ま れ う る が 、 こ う し た 集 団 へ の 社 会 的 関 与 に

よ っ て 、 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 中 に 強 い 影 響 力 を も っ た 一 側 面 が で き あ が る 。 集 団 の 一 員 と し て 、 そ の

集 団 の 掲 げ る 目 標 に 従 う こ と に よ り 、 何 を 考 え 、 信 じ る か に つ い て ① を す る よ う に な る 。 反 ワ

ク チ ン 運 動 に 関 し て 、 ア メ リ カ の 新 聞 『 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ タ イ ム ズ 』 か ら イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た 女 性 は 、

彼 女 と 同 じ よ う に 自 宅 出 産 を し 、 布 お む つ を 使 用 し 、 母 乳 育 児 を し て い る │ │ ホ ワ ク チ ン は 接

種 さ せ て い な い │ │ フ ェ イ ス ブ ッ ク 上 の 母 親 グ ル ー プ か ら の サ ポ ー ト を 切 望 し て い た こ と に つ い て 話

し た 。 「 私 は 彼 女 た ち の サ ポ ー ト を 切 望 し て い た の で 、 ワ ク チ ン 接 種 を 遅 ら せ る こ と で 歩 み 寄 り 、 グ

ル ー プ か ら 追 放 さ れ な い よ う に し ま し た 」 。 社 会 的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と 社 会 的 価 値 観 は 、 動 機 づ け ら

れ た 推 論 の 基 盤 を 形 成 す る の で あ る 。

　 感 情 ： 科 学 に つ い て 学 ん だ り 、 考 え た り す る と き 、 そ こ に は 多 く の 感 情 や 態 度 が も ち 込 ま れ る 。 科

学 の 学 び も 実 践 も 、 楽 し さ 、 驚 嘆 、 魅 惑 、 驚 き 、 不 安 、 怒 り 、 恐 怖 、 絶 望 と い っ た 、 さ ま ざ ま な 感 情

が 生 じ る 。 ネ ガ テ ィ ブ な 感 情 は 判 断 を 曇 ら せ 、 深 い 学 び を 妨 げ る 。 科 学 へ の 好 奇 心 や 畏 敬 の 念 と い っ

た ② な 感 情 は 、 科 学 の 学 び に 開 か れ た 心 を 涵 養 す る 。
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　 こ れ ら 五 つ の 心 理 学 的 概 念 は 、 個 人 が ど の よ う に 、 ま た ど れ く ら い 効 果 的 に 、 科 学 を 解 釈 す る プ ロ

セ ス に 取 り 組 む こ と が で き る か を 理 解 す る う え で 有 用 で あ る 。 ま た 、 個 人 の 思 考 や 他 者 と の 会 話 を 向

上 さ せ る う え で 役 立 つ 洞 察 も 与 え て く れ る だ ろ う 。

（ ゲ イ ル ・ Ｍ ・ シ ナ ト ラ ／ バ ー バ ラ ・ Ｋ ・ ホ フ ァ ー 著 、 榊 原 良 太 訳

『 科 学 を 否 定 す る 人 た ち 』 よ り 　 　 一 部 表 記 を 改 め た ）

問 一　  空 欄 Ⅰ 〜 Ⅳ に は 次 の ア 〜 オ が そ れ ぞ れ 入 る 。 適 切 な も の を 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

ア　 バ ラ ン ス　 　 　 　 　 　 イ　 ソ ー シ ャ ル メ デ ィ ア　 　 　 ウ　 ア ル ゴ リ ズ ム

エ　 ジ ャ ー ナ リ ズ ム　 　 　 オ　 ス キ ル

問 二　  傍 線 部 ⑴ 「 イ ン フ ォ デ ミ ッ ク 」 に つ い て 説 明 し た 部 分 を 、 本 文 中 か ら 十 五 字 以 内 で 抜 き 出 し な

さ い 。

問 三　  空 欄 ① に は 同 じ 言 葉 が 入 る 。 以 下 の 三 つ の 選 択 肢 か ら 適 切 な も の を 選 び な さ い 。

ア　 思 考 の 近 道　 　 　 イ　 間 違 い　 　 　  ウ　 選 択

問 四　  傍 線 部 ⑵ 「 自 分 の 世 界 観 が 脅 か さ れ た と き に は 、 そ れ を 守 り 、 維 持 し て い く う え で 、 そ う し た

コ ミ ュ ニ テ ィ の 存 在 が 役 立 つ の で あ る 」 で 言 及 さ れ て い る 「 自 分 の 世 界 観 が 脅 か さ れ る 」 と は

ど う い う 意 味 か 。 三 十 〜 五 十 字 で 説 明 せ よ 。

問 五　  （ イ ） 、 （ ロ ） 、 （ ハ ） 、 （ ニ ） 、 （ ホ ） に 入 る 適 切 な 言 葉 を 以 下 か ら 、 そ れ ぞ れ 選 び な さ い 。

ア　 し か し　 　 　 イ　 と り わ け　 　 　 ウ　 た と え ば

エ　 一 方　 　 　 　 オ　 あ る い は

問 六　  傍 線 部 ⑶ 「 疑 惑 の 商 人 」 に つ い て 具 体 的 に 説 明 し た 部 分 を 本 文 中 か ら 十 五 字 以 内 で 抜 き 出 し な

さ い 。

問 七　  空 欄 ② に 入 る 言 葉 を カ タ カ ナ 五 文 字 で 記 し な さ い 。
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第 三 問　 次 の 文 章 を 要 約 し て 、 大 意 及 び 自 ら の 考 え を 二 百 字 以 内 で 記 せ 。

　 女 性 側 の 「 全 て が 自 分 よ り も 上 の 男 性 と 結 婚 し た い 」 と い う 願 望 も 、 薄 れ て い き ま し た 。

　 女 性 の 学 歴 も 年 収 も 、 そ し て お そ ら く は 身 長 も 上 昇 し て い る 中 で 、 「 全 て が 自 分 よ り も 上 」 の 相 手

を 欲 す る の は 無 謀 だ と 女 性 達 が 気 づ く と 、 男 高 女 低 神 話 に ゆ ら ぎ が 生 じ た の で す 。

　 そ う こ う す る う ち に 登 場 し た の が 、「 妻 の キ ャ リ ア に 嫉 妬 す る 夫 」 で し た 。 高 キ ャ リ ア 女 性 と 結 婚 し 、

最 初 は 「 妻 は 家 に い て ほ し い 、 な ど と 思 わ な い リ ベ ラ ル な 俺 」 を 自 認 し て い た の だ け れ ど 、 妻 の 収 入

が 自 分 の そ れ を 抜 い た こ と を 知 る と 、 次 第 に 心 の 中 が さ さ く れ 立 つ よ う に 。

　 結 果 、 ど う し て も 耐 え ら れ な く な っ た 夫 が 妻 に 、

　 「 お 願 い だ 、 仕 事 を 辞 め て く れ 」

と 頼 ん だ も の の 断 ら れ 、 結 局 離 婚 し た と い う ケ ー ス も あ っ た も の で し た 。 彼 も ま た 、 根 っ こ の 部 分 に

は 「 男 高 女 低 」 が し み つ い て い た の で し ょ う 。

　 そ う こ う す る う ち に 、 「 夫 の キ ャ リ ア に 嫉 妬 す る 妻 」 も 登 場 し て き ま し た 。 た と え ば と あ る 知 り 合

い の 女 性 は 、 身 長 は 自 分 よ り も 二 セ ン チ 高 い の だ け れ ど 、 学 歴 、 年 収 と も 自 分 よ り も 低 い 、 と い う 男

性 と 結 婚 し ま し た 。 彼 女 は 、 夫 の 収 入 が 自 分 よ り 低 い か ら と い っ て 不 満 に 思 う こ と も な く 、 安 い 定 食

屋 で 食 事 を す る 時 は 夫 に 支 払 い を 任 せ 、 洒 落 た イ タ リ ア ン で 食 べ る 時 は 自 分 が 払 う 、 と い っ た 気 遣 い

を し て い た の だ そ う 。

　 し か し あ る 時 、 夫 が 外 資 系 企 業 に 転 職 す る こ と に な り ま し た 。 収 入 は 激 増 し 、 仕 事 の や り が い も ア

ッ プ 。 社 交 の 場 も グ ッ と 増 え て 、 充 実 し た 毎 日 を 過 ご す よ う に な っ た の で す 。

　 実 に 喜 ば し い 。 … … の だ け れ ど 、 彼 女 は 素 直 に 喜 べ な い 自 分 が い る こ と に 気 づ き ま す 。

　 そ れ ま で は ず っ と 、 「 自 分 の 方 が 上 」 と い う 感 覚 で い た の に 、 夫 が 急 に キ ャ リ ア ア ッ プ し た こ と に

よ っ て 、 「 敵 で は な か っ た 相 手 に 抜 か れ た 」 と い う 屈 辱 を 得 る こ と に 。 初 め て 覚 え る 「 夫 の 方 が 上 」

と い う 感 覚 に 慣 れ る こ と が で き ず 、 何 だ か 納 得 で き な い 日 々 を 過 ご し て い る の だ そ う 。

　 男 は 外 で 働 い て 家 族 を 養 い 、 女 性 は 家 の 中 の こ と を 取 り 仕 切 る 、 と い う 性 別 役 割 分 担 が は っ き り と

し て い た 時 代 の 人 か ら す る と 、 こ の よ う な 感 情 は 信 じ が た い も の で し ょ う 。 妻 は 、 夫 が 成 功 す る た め

に 内 助 に 徹 す る 役 割 な の で あ っ て 、 夫 が 成 功 し た な ら 共 に 喜 ぶ の が 当 た り 前 な の に 、 と 。

　 妻 が 夫 の キ ャ リ ア に 嫉 妬 す る 、 と い う 新 種 の 嫉 妬 は 、 男 女 の 階 級 差 が 少 し ず つ で は あ れ 、 減 少 し て

き た こ と に よ っ て 生 じ た も の で す 。 男 と 女 が 同 じ 土 俵 に 立 つ よ う に な っ た か ら こ そ 、 ど ち ら か の 成 功

の た め に ど ち ら か が 自 分 を 犠 牲 に し て 尽 く す の で は な く 、 ど ち ら も 成 功 を 目 指 す よ う に な っ て き た の

で あ り 、 結 果 、 夫 婦 の 間 に 、 ラ イ バ ル 的 な 感 覚 が 生 じ る こ と に 。

　 そ う し て み る と 、 男 女 の 関 係 を 上 下 関 係 に 当 て は め る 思 考 の 癖 と い う の は 、 男 性 だ け が 持 つ も の で

は な い こ と が 理 解 で き ま す 。 女 性 で あ っ て も 、 能 力 や 収 入 如 何 で 「 自 分 の 方 が 上 」 と い う 思 い 癖 は 、

案 外 簡 単 に 身 に つ く の で す 。

　 と は い え 歴 史 を 見 て み る と 、 日 本 の み な ら ず ほ と ん ど 世 界 中 で 、 男 女 の 関 係 性 に お い て は 、 男 が 上

で 女 が 下 、 と い う 状 態 が 長 く 続 い て き ま し た 。 そ れ は な ぜ な の か と 考 え て み る と 、 単 に 「 男 の 方 が 力
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が 強 い か ら 」 と い う だ け で は な い の で し ょ う 。

　 男 女 は 、 人 間 で あ る と い う 部 分 で は 同 じ で す が 、 明 ら か に 異 な る 部 分 も あ り ま す 。 最 も 大 き な 違 い

は 、 女 性 は 子 供 を 産 む こ と が で き て 男 性 は で き な い 、 と い う と こ ろ 。 妊 娠 、 出 産 、 母 乳 を 与 え る 、 と

い う 「 女 性 に し か で き な い こ と 」 は 確 実 に あ り 、 そ の 一 方 で 男 性 は 、 生 き る た め の 糧 を 得 る 作 業 を 主

に 担 っ て き ま し た 。

　 原 始 的 な 時 代 は 、 女 性 が 子 供 を 産 ん だ な ら 、 母 乳 を 与 え て い る 間 に 男 性 が 狩 猟 な ど に 出 か け 、 獲 物

を 女 子 供 に 分 け 与 え た の だ と 思 い ま す 。 そ の 時 代 は 、 そ れ ぞ れ の 能 力 の バ ラ ン ス が 取 れ て い た の で し

ょ う 。

　 し か し 貨 幣 と い う も の が 登 場 し て く る と 、 「 食 べ 物 を 持 っ て 帰 っ て く る こ と 」 が 、 次 第 に 「 お 金 を

持 っ て く る こ と 」 と な り 代 わ り 、 お 金 を 稼 ぐ こ と の 意 味 が 肥 大 化 し て い き ま す 。 ほ と ん ど 全 て の こ と

が お 金 で ど う に か な る よ う に な る と 、 「 お 金 を 稼 ぐ こ と 」 の 価 値 が 、 他 の 何 を 生 産 す る こ と の 価 値 よ

り も 、 ぐ っ と 高 く な っ た の で す 。

　 女 が 「 低 」 で あ り 「 下 」 で あ る と い う 男 女 階 級 の 構 造 は 、 そ の 辺 り か ら 始 ま っ た も の と 思 わ れ ま す 。

お 金 の 意 味 が 高 ま る ほ ど に 、 女 性 の 価 値 は 低 下 し て い っ た の で は な い か 。

　 日 本 も ま た 例 外 で は な く 、 と い う よ り 日 本 で は 、 諸 外 国 よ り も 徹 底 し て 、 お 金 を 稼 ぐ 場 か ら 女 性 を

除 外 し 、「 男 と 女 は 、 違 う 階 級 」 と い う 意 識 を 人 々 に 叩 き 込 み ま し た 。 日 本 が 先 の 戦 争 に 負 け る ま で は 、

法 律 の 上 で も 、 女 性 は 男 性 に 支 配 さ れ る 存 在 で あ り 続 け た の で す 。

（ 酒 井 順 子 著 『 消 費 さ れ る 階 級 』 よ り　 一 部 表 記 を 改 め た ）
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